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運行会社「事業許可」取り消しか バス事故

違反項目の点数の累計 ⇒ 事業取り消しにあたる可能性

（２０１６／０１／３０ １１：５０）

長野県のスキーバス事故で、国土交通省の特別監査を受けたバス運行会社が複数の法令違反により、事業

許可の取り消しになる可能性があることが分かりました。

国交省は事故当日から、バスを運行していた会社への特別監査を続けていて、２９日も追加で監査に入りま

した。これまでの監査で運行会社は国の基準の最低額を下回る運賃契約を結んでいたことや運転手に健康診

断を受けさせていなかったことなど、数多くの法令違反が見つかっています。処分内容はそれぞれの違反項

目の点数の累計によって決まりますが、国交省への取材で、これまでの法令違反を合わせると事業許可取り

消しにあたる可能性があることが分かりました。国交省は年度内に運行会社に対する処分を出す方針です。

36協定結ばず、月131時間残業 トラック業者を労基署が送検

２０１６．０２．０１

交通事故を契機に臨検し違法残業が発覚――大阪西労働基準監督署は、３６協定を結ばずに労働者に違法な

残業を行わせた運送会社と同社代表取締役を労働基準法第３２条（労働時間）違反の容疑で大阪地検に書類送

検した。平成２７年８月、静岡県で同社の大阪営業所に所属する労働者が運転するトラックが１人が死亡、２

人が重体、３人が軽傷を負う交通事故を発生させた。直後に同労基署が臨検を行ったところ、同労働者に対

して平成２７年６月２１日～７月２０までの１カ月間、３６協定を締結しないまま、１週４０時間の法定労働時間を超

えて、１カ月当たり１３１時間４１分の時間外労働をさせていた。

交差点 ｢青」 信号で発進時

前方、左右、歩行者の安全確認を、もう一度しましょう

バック時は、一度の確認だけでなく、もう一度確認しましょう

車間距離を十分にとろう 滑って、追突を未然に防止しよう

２時間ごとに、１５分休憩しよう

”1人で作業” 荷台からの”転落”、”はさまれ”事故に注意しましょう

自分は、事故を起こすはずがない？ 事故に遭うはずがない？

「なれた道路・なれた仕事」、「過信」 に注意 ＜”だいじょうぶだろう”は厳禁です＞

事故の要因は、運転者の

気抜き・手抜き・ぼんやり・わがまま･･･にあります

峠、下り 凍結路面 大型トレーラー横転し、３人搬送

２０１６．１．３０ １２：５８

３０日午前８時ごろ、山梨県の国道で大型トレーラーが道をふさぐように横転し、対向車線の乗用車２台

がぶつかった。警察によると、それぞれの車を運転していた男性３人が病院に搬送されたが、いずれも軽傷

とみられる。当時、現場付近の道路は一部凍結していたとみられ、横転の原因を調べている。現場は片側１

車線の直線。峠道を下っていたトレーラーが横転したという。

午後6時 赤信号で停車の車に追突、１人死亡

２０１６年１月３１日（日）１２時４３分

３１日午後６時ごろ、神奈川県の国道の信号交差点で乗用車３台が絡む衝突事故があり、男性１人が死亡

、男女４人が軽傷を負った。警察によると、小学校の男性教諭（５８）の運転する乗用車が、赤信号で前方

に停車していた乗用車２台に追突。男性は軽傷を負い、後部座席に乗っていた知人で、無職の男性（７５）

は間もなく死亡した。追突された２台に乗っていた生後６カ月の女児と２９歳の男女２人も軽傷を負った。

積雪でスリップ、対向車線へ…大型トラックと衝突、死亡

２０１６年１月３０日（土）１３時５７分

３０日午前２時ごろ、宮城県の国道で、軽乗用車がセンターラインを越え、対向車線を走っていた大型トラ

ックに衝突しました。この事故で、軽乗用車を運転していた男性（５８）が頭を強く打って死亡しました。大

型トラックを運転していた男性（３２）にけがはありませんでした。事故当時、雪が降っていて、現場の路面

は積もった雪が踏み固められて滑りやすい状態だったということです。警察は軽乗用車が雪でスリップした

とみています。

午後6時 横断中の84歳女性はねられ死亡 57歳トラック運転手逮捕

２０１６年１月３１日（日）１１時３７分

２９日午後６時３５分、兵庫県の県道で、横断中の無職の女性（８４）が中型トラックにはねられた。女

性は頭を強く打ち、搬送先の病院で死亡が確認された。警察は自動車運転処罰法違反（過失致傷）容疑でト

ラックを運転していたトラック運転手の男性容疑者（５７）を現行犯逮捕。容疑者は容疑を認めている。


